
日本防災士会・新潟県支部による
7月25日東北豪雨の
酒田市災害支援報告書



7月25日：発災 酒田市（死者1名、建物被害2,500棟推計値8/15）
7月29日：梅津山形県支部長と情報を交換（その後、頻繁に情報を交換する）
8月 1日：酒田市・遊佐町の被災状況視察（被災地支援部長、事務局長）
8月 1日：にいがた災害ボランティアネットワーク（ NSVN）様の酒田市・

遊佐町ＶＣ用資機材搬出のお手伝い
8月 6日：新潟県社協主催ボランティアバスに参加（酒田市八幡地区）

新潟県支部4名が参加
8月13日：NSVN代表と山形県支部とのZoom会議にて山形県支部
     の酒田市VC支援が決定（担当：庄内女性ネットワーク）
8月15日：日本防災士会災害対応委員会で新潟県支部の日本海国土軸

での山形県庄内地方の支援が正式に決定（別名：北前船支援）
8月17日：山形県支部（庄内女性ネットワーク）を新潟県支部が訪問

して連携支援やＶＣ支援についてを協議
8月21日：VC支援「機動健康確認班」に当会女性防災士が参加
9月 １日：新潟県支部会員６名で災害ボランティア活動（酒田市）
9月15日：新潟県支部会員２名で災害ボランティア活動（酒田市）
10月12日：新潟県支部会員4名で災害ボランティア活動（酒田市）

10月25日：新潟県支部会員２名で災害ボランティア活動（酒田市）

新潟県支部は、日本海国土軸（日本海沿岸自動車）で山形県庄内地方
の被災地支援をしています。



8月1日酒田市・遊佐町
災害視察状況
（初回リエゾン）

日本防災士会・新潟県支部



ひらたタウンセンター（酒田市飛鳥）8月1日から本格稼働
8月20日から八幡タウンセンターへ移転（酒田市観音寺）



ボランティア オリエンテーション



160ｃｍ浸水



180ｃｍ浸水















酒田市と遊佐町の一部地域だけの状況ですが、
一昨年の新潟県村上市・関川村の新潟県北豪雨
災害より甚大だと感じました。

折しも、マスコミがオリンピックや株価暴落
などに翻弄され、秋田・山形の激甚災害が報道
されていません。

ご当地も含め、東北特有の「我慢強くて、口下
手で外から人を好まない」特性で、なかなか支援
が届かない状況だと思います。



8月９日酒田市
酒田市八幡地区

災害ボランティア
（新潟県社協主催）

（2回目）

日本防災士会・新潟県支部



８月９日 新潟県社会福祉協議会主催
災害ボランティアバスの運行
募集枠１８名のところ募集３日間で定員
４名の新潟県支部会員が参加

4:45 新潟県庁 集合
8:30 酒田市災害ボラセン（平田）着
9:30 八幡タウンセンター着

10:00 作業開始
15:00   作業終了
19:30 新潟県庁 着解散



酒田市八幡地区 荒瀬川 越水

荒瀬川

荒瀬川

「八幡タウンセンター



酒田市八幡地区 荒瀬川 越水現場



家主さんの許可を得て撮影しています。



作業開始 作業場の土砂撤去と災害ゴミの搬出



作業中状況



午前中の作業出来高



午後の作業開始



軽トラ１０台以上の災害ゴミを搬出



作業終了（完了までには至っておりません）



8月17日酒田市
山形県支部とVC
支援活動打合せ

（3回目）

日本防災士会・新潟県支部



酒田市にて、
山形県支部
との打合せ
今後のボラ
ンティアへ
の取組みや
ボラセンへ
の関わりに
方について
意見交換



酒田市災害ボランティアセンター
（平田タウンセンター）



酒田市災害VCにて、にいがた
災害ボランティアネットワーク
理事長と庄内地区防災士を
お引き合わせ



8月21日酒田市
ボラセン支援活動
機動健康確認班

（4回目）

日本防災士会・新潟県支部



新潟県村上市社協の災害
支援機動健康確認班
がサポート









9月1日酒田市
酒田市VC経由

災害ボランティア
（5回目）

日本防災士会・新潟県支部

















9月15日酒田市
酒田市VC経由

災害ボランティア
（6回目）

日本防災士会・新潟県支部











推計700袋ほどの土砂搬出



新潟4名＋山形２名＋秋田1名＋宮城2名＋茨城1名＋千葉1名の混成チーム



10月12日酒田市
酒田市VC経由

災害ボランティア
（7回目）

日本防災士会・新潟県支部







8月9日の同じ場所





10月25日酒田市
酒田市VC経由

災害ボランティア
（8回目）

日本防災士会・新潟県支部







作業完了後


